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昭和54年 年頭 に あたって

理 事 長 山 、 本 寛
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明けましてお 目出度 うございます。

私共の研究所 も発足以来の皆様方の温かいご支援 によって次第に活動 も地 につ

いて参 りました。厚 く感謝致 します と共に,2年 目を迎え所員一 同更に基盤 を固

め,活 動の幅 と深 さを拡 げて参 りたい との意欲に燃 えてお ります。

私共の研 究所が設立の 目的 として掲げてお ります 、わが国のエネルギー技術の

体系的基盤の確立 と向上に資す る〃 とい う目的達成のため,エ ネルギー問題 とい

うその領域の広さにかんがみて,関 係する各方面 との充分な連繋 をはか って,学

際的視野の もとに研究所の特色の確立 に向 って遮進 し,私 共の存在の意義 を世 に

問いたい と考 えて居 りますので,引 き続 き厚 いご支援 を賜 ります ようお願い致 し

ます。

当面の世界 のエネルギー事情については,石 油はここ数年来考 えられていたよ

りも需給の逼迫を来たす時期が遠のいているよ うに見 られは じめました。 しか し

原油供給の中に占める重質油の比率が次第 に高 まる事は問違いあ りません し,特

にわが国の場合は中国原油の輸入 との絡みで,そ の対策は真剣に進 め られねばな

りません。 また厳 しい環境規制 との関連で中間留分や留出燃料油 の収率 を高める

技術開発 も進め られなければなりません。

本誌には昨年私が重質油対策懇談会 が欧米 に派遣 した調査団の一員 として参加

した時の記事がのってい ますが,中 国原油の場合,私 は出来 うれば中国現地で重

質油 を分解 し,流 動点を下げて日本 に持 って来 るのが最 も望 ましいと考 えます6

これは原油 をその まま輸送す る際 に加温 のために必要 とする熱源 を分解 に使 うこ

とにより,ま た分解の際 に生成す る炭質は燃料 として現地 で電力 とスチーム発生

に使 い,こ れを採油等へ利用することな どを考 えればこの方が得策 ではないか と

考 えるか らであ ります。また分解 に要する設備 についてはわが国は これを提供す

るだけの技術を充分持 って居 ります。

一方石油代替エネルギー としての原子力は
,私 はその安全性は充分受け入れ ら

れる ものと考 えてお り,ま た コス ト的 にも石油 に優 っているわけですが,そ の伸

び率 を依然 として余 り大 き く期待 できない事 も事実であ り,わ が国 としては今年

も受け入れのための格段 の努 力が要請 されることに変 りはない と思われ ます。

なお今年以降石炭その他の比較的近い未来エネルギー技術 について も当研究所

は可能な限 りその領域 を広めて参 りたい と考えて居 ります。
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IAEに お け る

エ ネ ル ギ ー 技 術 デ ー タ ベ ー ス

り 班 目 春 樹

1.は じ め に

前 報 で は エ ネ ル ギー デ ー タベ ー ス の持 つ べ

き機 能 は何 か とい う話 題 を 中心 と して,デ ー

タベ ー ス の解 説 を行 な った。 そ の後IAEで

は準 備 委 員 会 を設 け,我 々 と して は こ のデ ー

タベ ー ス に どの よ うに取 組 ん で い くか につ い

て議 論 を して き た 。本 報 で は こ の議 論 をふ ま

え一 部 私 見 を ま じえ て,IAEに お け る エ ネ

ル ギ ー技 術 デ ー タベ ー ス の 目標 と取 組 み方 に

つ い て説 明 して い き た い。

2.デ ー タ ベ ー ス の分 類

現 在 広 い意 味 で エ ネ ル ギ ー デ ー タベ ー ス と

呼 べ る もの は,我 々 の イメ ー ジ の もの を含 め

て 図一1に 示 す よ うに 大 き く3通 りに分 け ら

れ る。 そ の1つ は エ ネ ル ギ ー 需 給 統 計 情 報

で,資 源 エ ネ ル ギ ー 庁 や 日本 エ ネ ル ギ ー経 済

研 究 所 な どが ま とめ て い るエ ネ ル ギー 源 別 の

需 給 統 計 デ ー タで あ る。 日本 エ ネ ル ギ ー経 済

研 究 所 で は,日 本 経 済 新 聞 社 と タ イ ア ップ し

て,「NEEDS-IEEエ ネ ル ギー ・サー ビ ス」

とい うエ ネル ギー 情 報 サ ー ビ ス を開 始 して い

る。 これ は 今 日 まで の 内 外 の エ ネ ル ギー経 済

関 係 の各 種 統 計 と石 油 製 品 を中 心 と した 向 こ

う3ケ 年 間 の四 半 期 別 予 測 モデ ル とで 構 成 さ
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図 一1エ ネ ル ギー デ ー タベ ー ス の 分類

れてお り,各 種石油製品の需給予測,個 別産

業活動への影響分析,マ クロ経済モデルとの

リンク,簡 単なシミュレーション分析等がで

きるようにな っている。ここではエネルギー

の生産消費は経済活動の一環 としてとらえら

れてお り,技 術進展 の 影響などは 扱われて

いない。すなわち経済指向型のデータベース

の1つ といえよう。

(注)IAE:エ ネ ルギ ー総 合 工 学 研 究 所

(TheInstituteofAppliedEnergy)
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第2の もの は ア メ リカ のBNL1)で 開 発 し

たEMDB2)や,そ れ に触 発 され て 日本 で も

NIRA3)が 提案 して い る,モ デ ル指 向型 の デ

ー タベ ー ス であ る。 エ ネル ギー は 通 常,資 源

の状 態 か ら電 力や 都 市 ガ ス に変 換 され,貯 蔵

・輸 送 ・消 費 され るが,例 え ば発 電 を例 に と

って み て もそ の エ ネ ル ギ ー源 は重 油,天 然 ガ

ス,原 子 力 とい う よ うに代 替 可能 な もの が い

くつ もあ る。 二 次 エ ネ ル ギー で あ る電 力 や都

市 ガ ス も互 い に あ る 程 度 ま で 代 替 可 能 で あ

る。 一 方,原 子 カ エ ネル ギー か ら電 カ へ の 変

換 とい った プ ロ セ スの 方 も,軽 水 炉,重 水 炉,

高 速 炉 の よ う にい くつ もの 代 替 プ ロ セ スが あ

る。 これ ら代 替 可 能 性 を支 えて い るの が エ ネ

ル ギー 技 術 で あ り,今 後 の エ ネル ギー 需 給 構

造 を考 え る に あ た って は こ の エ ネル ギー 技 術

の持 ってい る特 質 及 び そ の変 化 を無 視 す る こ

とは で き な い。BNLの エ ネ ル ギー モデ ル デ

ー タベ ー ス は ,各 種 エ ネ ル ギー の変 換 ・輸 送

・貯 蔵 とい った プ ロセ ス ご とに そ の特 性 量,

例 え ば容 量 とか効 率 とか環 境 へ の放 出物 の量

とか を フア イル した もの で あ る。 こ れ らの デ

ー タ を数 学的 分 析 モ デ ル に入 れ て や れ ば ,例

え ば あ る種 の エ ネ ル ギ ー技 術 が社 会 に導 入 さ

れ る とす る とそ れ は どの よ うな効 果 を社 会 に

もた らす か に つ い て シ ミュ レー シ ョン して み

る こ とが で き る。 した が って需 給 面 以外 の例

えば 環境 へ の 影 響 な ど まで 含 め て技 術 な い し

技 術 開 発 戦 略 の総 合 的 評価 が で き る こ とに な

る。 この 種 の デ ー タベ ー スは モ デ ル 分析 の た

め に 開 発 され た もの で,モ デ ル 指 向型 の デ ー

タベ ー ス とい え よ う。

我 々は こ こに3番 目の 種 類 の デ ー一タベ ー ス

と して,よ り技 術 指 向 型 の デ ー タベ ー ス を提

案 した い 。 す な わ ち,技 術 とい う もの をマ ク

ロに 「原子カエネルギーを電力に変換する技

術」「電力を輸送する技術」「貯蔵する技術」と

いったとらえ方をするのではな く,さ らにそ

の技術の構造にも立入ろうというのである。

3.エ ネルギー技術データベース

我々の目標は次の5点 にある。第1は 技術

の時間的進展を把握することである。いいか

えれば,過 去における技術の進展をデータと

してファイル し,技 術予測に役立てるべ く整

備することである。第2は 多種あるエネルギ

ー技術を横並びにして同時に評価 し,異 なる

エネルギー技術の問の影響関係を正確にとら

えようとすることである。第3は 研究開発投

資 とい うインプットと技術進展による利益 と

いうアウ トプットがどのような関係にあるか

を感度解析 し,R&Dへ の投資のあり方を考

える資料 とすることである。第4に エネルギ

ー技術の進展の持つ波及効果を把握 したいと

考えている。最後に,エ ネルギー技術の持つ

いろいろな特質を多次元マ トリックスの形に

体系化することによって,こ れまであまり着

目されてなかった部分に新 しい技術進展の萌

芽の発見ができることをも願 っている。.

これらの目標実現のためには,そ の道具 と

して次のようなものが必要である。1つ は生

産から消費までのエネルギーの流れに関する

データで,特 に需給構造の記述に重点を置い

た ものである。例えばあるエネルギー資源が

資源量の関係でどの程度までエネルギー需給

(注)1)BNL:ブ ル ッ クヘ ブ ン国立 研 究 所

(BrookhavenNationalLaboratory)

2)EMDB:EnergyModelDataBase

3)NIRA:総 合 研 究 開発 機 構

(NationalInstituteforResearch

Advancement)
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システムに寄与できるかなどの情報がこれに

あたる。ここではこれをエネルギー経済デー

タと呼ぶことに しよう。

2番 目は技術が進展するとエネルギー需給

システムがどのように変化するかを表わすモ

デルと,そ れに必要なデータである。これは

技術が独立変数,経済が従属変数であるから,

エネルギー技術→経済データと呼ぶことにす

る。

3番 目は技術そのものの構造や相互関係 を

表わすデータである。図一2は 技術 をその役

割別に分類 したものである。このうちの一つ

材料技術でエネルギー技術 と係わ りを持 って

いるものを要素技術にまで分解 してい くと,

例えば図一3の ようになる。これらの要素技

術は原子力や石炭,太 陽エネルギー といった

各方面でのエネルギー技術の中でそれぞれ使

われている。したがって技術開発項 目として

は多方面で重複 してリス トアップされ るもの

である。このような重複があるからこそ技術

移行 とか技術的波及効果 とい う現象が生 じて

くるわけであるが,各 種エネルギー技術の中

でこれら要素技術がそれぞれどうい う位置を

構 造 材 糊 支術1

H材 料技引
機 能 材 糊 支術i

能 動的機能技術1

■ 機能技術 保 持 伝 送 技 術1

検 出 制 御 技 術1

け鋪 ト
材 料 構 成 技 術1

H製 作技術 力口 工 技 術1

建 設 技 術1

解 析 技 術1

H言 館+・管瑞支術 信 頼 性 技 術1

運 転 保 守 技 術1

図一2技 術 分 類 例

1.材 料 技 術

1.1構 造 材 料技 術

1.1.1高 強度 材 料

1.1.2耐 熱 材 料

1.1.3耐 食 材 料

1.2機 能 材 料

1.2.1熱 的機 能 材 料

1.2.2

1.2.3電 磁気 材 料

機械及 び機械部 品用

i
高強度材料

大型構築物用材料

住宅用建材

極低温機器材料

超々高温材料

{
超高温材料

高温材料

耐海水性材料

騰 ・アルカリ翻

蓄熱材料

{
断熱材料

熱伝導材料

化学的機能材料 水素エネルギー貯蔵
材料

物質選択透過,吸 収

冷欝

羅質

{

導電材料

半導体材料

絶縁材料

1.2.4光 学的機能材料

1.2.5機 械的機能材料 耐摩耗性材料

図一一3要 素 技術(エ ネ ル ギー 材 料 技 術 関 係)

占めているかを表わす表を技術連関表 と呼ぼ

う。要素技術はそれぞれ強度 とか効率 とい う

特性量を持 っているが,こ れには物理的な限

界値 と理想的条件のもとで達成 し得た最先端

の値,エ ネルギー技術の中で現在実際に使わ

れている値の3つ がそれぞれある。技術連関

表とともにこれらの数値 を整理 したものを3

番目の道具としてエネルギー技術デー タと呼

ぼう。エネルギー技術データには技術進展の

歴史を表わすデータも含 まれる。

4番 目の道具は,研 究開発投資額 と技術進

展の度合いとの関係 を示すモデルと,そ れに

必要なデータである。2番 目のものとは逆に

経済投資が独立変数,技 術が従属変数である
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ので,エ ネルギー経済→技術データと呼ぶこ

とにする。

このような分類に従えば,経 済指向型のデ

ータベースはすなわち経済データを整理 した

ものである。モデル指向型のデータベースは

経済データと技術→経済デー タの両方を含ん

でいる。技術指向型のデータベースとは,技

術データと経済→技術デー タを整理 しファイ

ルしたものでなければならない。なお,以 上

述べてきたことからも明らかなように,3つ

のタイプのデー タベースは相競い合 うもので

はなく,そ れぞれ異なる役割 りを果す道具と

して互いに補完的な ものである。

さて,技 術指向型のデータベースが完成 し

たときにはこれをどのようなことに利用でき

るかについてもう一度整理すると,次 のよう

になる。まずエネルギー技術R&Dへ の投資

効果予測の分析を可能とするであろう。R&

D投 資の予測効果の大小は,そ の技術が完成

したときの需給システムの中での寄与率など

だけで判断すべきものではなく,そ の技術開

発が失敗に終 る可能性の大きさとか,各 種の

波及効果などまで含めて総合的に判断すべき

ものである。モデル指向型のデー タベースは

攣鯛

モデル指向型

データベース

技 術 指 向 型

データベース

1

エネルギー

技術データベ
ース

経 済 デ タ

経済活動間関係

技術→経済データ

技術進展→経済活動関係

寄与率等の算定には役立つ。 しか しその技術

開発の難易度や技術的波及効果については,

技術指向型のデータベースが整備 されなけれ

ばその合理的な算定ができないだろう。

第2に,エ ネルギー技術の将来像の予測 を

かな りの程度 まで可能にするであろう。エネ

ルギー需給システムの変化には,エ ネルギー

資源の枯渇や需要の増加のようないわば経済

的要因変化によってもたらされるものと,技

術の進歩により技術側からもたらされるもの

とがある。技術指向型のデータベースは,こ

の技術側からもたらされる需給システムの変

化の予測に役立つであろう。

第3の 意義は,こ の技術指向型データベー

スの構築そのものが技術移行の可能性の洗出

し作業 となっていることである。すなわち,

ある要素技術がある分野で進展 したときこれ

をどこか他の分野で使えないかと考える際の

資料そのものとなっている。これは企業が技

術を武器としてさらに新分野の開拓をねらう

場合にもっとも必要な情報 といえよう。

第4に,こ のように して整理 した要素技術

の組合せにより新 しいシステム技術の繭芽が

発見できるのではないかという期待がある。

経済予測

エネルギーR&D投 資効果予測

経済投資→技術進展関係

技術予測
技術移行の可能性探索

技 術 デ ー タ

技術連関 新技術の萌芽発見

図一4エ ネ ル ギー 技 術 デ ー タベ ー スの 役割
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システム技術は要素技術の組合せで成立って

いるが,一 つのシステムを構成するために必

要な要素技術の組合せ というのは必ず しも一

通 りではない。全 く異なる技術の組合せで同

じ目的を達することもありうる。他の組合せ

を選ぶことが技術の進歩と結びつ くこともあ

りえよう。このような新 しいシステム技術の

発見ができるなら,そ の意義は非常に大きい

といわねばならない。

技術指向型デー タベースの役割はこの他に

もいくつかあげられよう。データベースとは

そもそも多くの目的に適合できるように作ら

れるべきで,IAEで もその方針でデー タベ

ースを構築 していく予定である。以上述べて

きた内容 を模式化 して,図 一4に 示す。

4.lAEで の取 組 み 方 に つい て

以 上 技 術 指 向型 の エ ネ ル ギー デ ー タベ ー ス

の必 要 性 に つ い て述 べ て き た が,こ れ を どの

よ うな手 順 で 構築 して い くか につ い て最 後 に

簡 単 に述 べ よ う。 エ ネ ル ギー 技 術 デー タベー

ス の 作成 ・整 備 に は莫 大 な デー タの収 集 ・分

析 が必 要 で あ る。 した が って は じめ か らす べ

て の エ ネ ル ギー 技術 に つ い て そ れ を分類 しデ

ー タ を集 め て い った の で は
,デ ー タベ ー ス が

何 らか の形 で ま と ま った もの に な るの は遠 い

先 とな って しま う可 能性 が あ る。IAEで は

デ ー タベ ー スの 開 発 を次 の2つ の 作業 に 分 け

て進 め る こ と を考 え てい る。1つ は 技術 デ ー

タベ ー スの 全体 と して の わ く組 み作 りで,す

べ て の エ ネル ギー 技 術 を粗 い メ ッシ ュで 分 け

それ ぞれ の分 類 わ くに入 手 しう るデ ー タ を入

れ,整 理 保 存 す る仕 事 で あ る。 も う1つ は ケ

ー ス ス タデ ィ と して あ る特 定 の エ ネル ギー 技

術 分 野 を選 び,そ れ を要 素 技 術 に分 解 した り

技術の特性量に関するデータを探 した り,さ

らに技術 と技術の連関,開 発投資と技術進展

の関係などを明らかにすることである。すな

わち,理 想的なエネルギー技術データベース

はどうあるべきかについてこのケーススタデ

ィで探ろうとするわけである。全体のわ く組

み作 りとケーススタデ ィを照合すれば,エ ネ

ルギー技術デー タベースの完成に全体として

どの程度の作業量が必要であるかがわかるで

あろう。このや り方で2～3年 研究開発を進

め,そ の後 また取組み方を検討 していけばい

いopで はないかと考えている。

5.お わ り に

エネルギー技術デー タベースの開発は技術

方面の研究者によりなされねばならない。技

術データベースを利用するのは主 として実際

に技術開発に従事 している研究者であると予

想 されるので,研 究者にとって使いやすいも

のを作 る必要があることがその1つ の理由で

ある。また,技 術 を体系化 し,技 術の特性量

のデータを収集 し,分 析評価する仕事は,多

方面の専門家の助力を願わねば不可能なこと

が,第2の 理由である。IAEと しては役に

立つ技術データベースの開発 を目指 している

が,そ の進む方向や研究方法について皆様の

御助言,御 協力をいただきたい と考 えてい

る。

(ま だらめ はるき 研 究嘱託,東 京大学

工学部 助教授)
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時枝 当研究所の山本理事長は,こ のたび重

質油対策委員会の重質油処理技術欧米調査団

の団長として,昨 年の10月22日 から11月12日

までの問,欧 米の重質油処理技術の開発動向

を視察なさいました。そこで今 日は,そ の感

想などをお尋ねしたいと思います。 まず今回

の視察の目的 と,そ の背景にある重質油問題

についてご説明願います。

1.重 質油対策の必要性

山本 日本の将来の原油供給見通 しによりま

すと,重 質原油の輸入量が漸次増加 しようと

しています。そうなります と,既 存の製油設

備だけではガソリン,ナ フサ,灯 油お よび軽

油などの軽質分の得率が減 り,逆 に重油が増

えることになります。一方,石 油製品の需要

パターンはこれ と逆行する傾向にあ り,こ の

原油供給と製品需要のアンバランスを是正す

ることは,今 後の石油政策の重要な課題にな

ってお ります。

この課題に対処するため,昨 年3月 に通産

大臣の私的諮問機関として 「重質油対策懇談

会」が設けられ,そ の下部機関である 「重質

油対策委員会」で具体的検討が開始されまし

た。

もとより重質油処理技術の導入 に 際 して

は,技 術的および経済的により優れたものを

選定 しなければな りません。そこで重質油対

策懇談会としては,こ の際欧米の技術を調査

し,今 後の検討の一一助とすることを目的とし

て,「 重質油対策委員会」の技術調査団を結

成 して海外に派遣 した次第です。

平野 欧米の重質油処理技術,と くに分解技

術の動向を伺 うにあたって,ま ず各国の置か

れている状態の相違という点を充分認識する

必要があると思いますが,そ の特徴はいかが

7



で しょうか。

山本 米国,西 欧および日本 を対比 してみま

すと,石 油製晶の需要構造,環 境規制および

製品規格などに相違があるという事実 を念頭

に置 く必要があ ります。また,対 象とする原

油にも相違があるで しょう。

ご存知のとお り,米 国は全石油製品中に占

めるガソリンの比率が非常に高 く,石 油精製

工業ではガソリン得率の向上が第一目標であ

ることは言 うまでもありません。したがって,

既存設備お よび今後の技術開発において,ガ

ソリン製造技術が主流 となって い ます。 一

方,西 欧や日本ではガソリンが米国ほど多 く

ない代 りに,大 まかに言 って灯油,軽 油,留

出燃料油などの中間留分の比率が高 くなって

います。また日本では,家 庭用灯油の需要が

際立って多いのが外国にはない特徴です。外

国では,こ の留分は主としてジェット燃料 と

しての需要に対応 しています。

いま申しましたように,極 めて大まかに言

えば,西 欧 と日本との需要構造は比較的近い

と言えるのですが,西 欧と日本との間でも徐

徐に需要構造に差異が生ゼつつあります。そ

れは,精 製の残油である中質重油や重質重油

の需要が日本は諸外国に比べて高か ったので

すが,年 々環境規制が厳 しくなるにつれ,燃

料が重油から灯油,軽 油,留 出燃料油へ と転

換 しつつあるところから,中 間留分の需要が

今後 ますます増加するものと予想 されている

ことです。一方,西 欧では環境規制が日本ほ

ど厳 しくないので,現 在のところ中蘭留分の

伸びは日本ほどではないとみられています。

最後の処理原油の点については,欧 米の場

合,各 企業ごとにおおむね処理原油が予め想

定されてお り,概 してその範囲の中で分解技

術の開発が行なわれているようです。一ロに

重質原油 と申しましても,比 較的処理 しやす

い大慶原油から,か な り厄介な,ま た品質的
コも

にも劣るベネズエラ原油,カ フジ原油など多

岐に亘 りますので,こ れらを重質原油という

一つのカテゴリーの中で処理する汎用的な分

解技術 というものは,開 発が難 しいのではな

いでしょうか。中国原油では,例 えば勝利原

油などは,大 慶原油に比べると相当品質が劣

っております。ですから,ど この原油を処理

するのか,あ る程度対象を絞 って分解技術を

選定する必要があると思います。

2.米 国の動向

時枝 米国におけるガソリン製造技術は,重

質油対策という観点からすれば,ど のような

方向をたどっていますか。

山本 いわゆるFCC(fluidcatalyticcrack

ing;流 動接触分解)が フルに活用されてい

ます。これは軽油な どから高オクタン価ガソ

リンを高い得率で得る装置ですから,米 国の

需要構造にとっては非常に有効な ものと言え

ます。一般に米国の石油精製工業は,残 油分

をとことんまで分解 してガソリンを製造する

という基本方針で技術開発を推進 して い ま

す。そこで,最 近では常圧残油を原料 とした

FCCも,一 基ではありますが稼動するに至

っています。しかしながら,原 料中に硫黄,

重金属,ア スファル トなどが多いと触媒の寿

命が制約されて,運 転が経済的でな くなるた

め,ま だまだ実用化の段階ではあ りません。

今後の課題としては,毒 に強い触媒の開発あ

るいは分解する前に毒を除去する前処理プロ

セスの開発が望まれるわけで,各 方面で鋭意

研究中です。
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平 野 米 国 で は コ ス ト的 に有 利 な熱 分 解 も多

くの実 績 を持 って い る よ うです が,こ れ に係

わ る問 題 点 を何 か抱 え て い ます か。

山本 先 ほ ど申 し ま した とお り,米 国 で は ガ

ソ リン の需 要 が旺 盛 な代 りに,重 油 の需 要 は

非 常 に少 な い の が現 状 です 。 した が って,日

本 と比 べ た ら熱 分 解 の能 力 は か な り大 きい で

す ね 。 い わ ゆ るデ ィレー ド ・コー カー,フ ル

ー ド ・コー カ ー お よび ビス ブ レー カ ー が熱 分

解 の 主流 とな って い ます け ど,こ れ らは ガ ソ

リンお よび 中 間 留 分 を得 るの が 目 的 で あ っ

て,コ ー クス は副 産 物 で す。

私 た らはGettyOi1社 のDelaware製 油

所 で フル ー ド ・コー カ ー を見 学 い た し ま し

た 。 こ こで は 図一1の とお り,重 油 を ま った く

製 造 せ ず,蒸 留残 油 は 全量 フル ー ド ・コー カ

ー の 原料 と し
,そ こ で生 産 さ れ る コー ク ス は

パ ワー プ ラン トで燃 焼 して い ます 。 た だ し,

高 硫 黄 で あ る コー クス を全 量 燃焼 す るこ とは

SOx規 制上不可能であり,規 制値の限界 ま

で焚いた残 り2/3は 構内に野積みしていまし

た。現在建設中の排煙脱硫装置が 完 成 す れ

ば,全 量燃やす計画とのことでした。

石油コークスは量的および質的にマーケッ

トが限定 されますので,こ のような環境対策

や燃焼方法などが解決できれば,直 接燃焼す

るのが処分方法 として有効 と思いますね。技

術的に難 しければ,ガ ス化 してから燃料に供

するという考え方 もあ ります。ガス化技術に

ついては,Texaco社 あた りでパイロット・

プラン トによる研究が進められています。 し

か し,一 度ガス化 しますと移送範囲が限定さ

れ ますので,予 め用途,使 用先など需要先が

存在する必要があります。また,燃 料ガスと

して使 う時には,そ のままでは発熱量が低い

ことも制約条件 とな ります。

減圧蒸留

装 置

・

一

ド

カ

ト

一

ノフ

コ

ガソ リン

サ
油

力
灯h癩

置

靴水

装

コー クス

図 一1GettyOil社Delaware製 油 所 の 重 質 油 分 解 フ ロt-・一・
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3.西 欧の動向

時枝 米国でのガソリン製造を主目的とした

分解技術の動向について説明いただいたわけ

ですが,西 欧の取 り組み方はいかがでしょう

か。

山本 西欧ではわが国と同様で中間留分の需

要が結構あるものですから,米 国のような過

酷な分解,例 えばコーカーの導入 といったよ

うなことはほとんど追求していません。です

から,残 油の粘度 を下げてそのまま使用する

ような方法が研究課題 となっています。これ

は,環 境規制が日本のように厳 しくないため

であると考えられます。

具体的な方法としては,IFPやShel1社

.で研究を進めているところの溶剤抽出による

脱渥が上げられます。私が興味深 く感じたの

は,プ ロパン,ブ タン,ペ ンタンなどの溶媒

の選択によって,種 々の硬 さのアスファル ト

が得られるというこどです。たとえば,ペ ン

タンで抽出 したアスファル トは相当硬 く,物

理的粉砕が可能になるという話で した。しか

し,現 実問題 として日本にこの技術はあまり

有用とは考 えられませんね。

西欧では水素化分解 も結構研究されていま

す。これはFCCよ りも水素コストだけ運転

費が高くなりますが,中 間留分の得率をある

程度 自由に設定できるというフレキシビリテ

ィがあり,西 欧の実情に即するわけですね。

平野 その他に米国とは趣の異なった分解技

術がありましたら紹介願います。

山本 ドイツのVEBAChemieと いう会社

にシエル式の残油ガス化装置がありました。

このプラン トでは,常 圧蒸留残油や分解残油

を熱分解 して水性ガスを製造 し,こ の一部を

メタノール合成の原料 としてい ます。

また,水 性ガスの大部分はさらにスチーム

を吹き込んで改質 し,ア ンモニア合成用の水

素を製造 しています。これは残油のガス化を

化学原料に適用 している代表的な例ですね。

この水性ガスの利用方法としては,他 に燃料

とすることもできますが,低 カロリーですか

ら石油精製では自家消費する以外には,他 の

適当な需要先を捜す必要があ りますから非常

に制約を受けます。

なお,VEBAChemie社 の先ほど申しま

した部分酸化におきましては,残 油を分解す

る時に発生する 、すす、に重質油 と水 とを混

ぜてペ レット状に し,こ れを石炭 と混合 して

ボイラーで燃焼 しているそうです。 日本へす

ぐ導入できるものではないでしょうが,技 術

としては一言付け加えておいてもよいと思い

ます。

時枝 重質油の利用方法 としてガス化発電も

研究されているようですが,今 回調査なさい

ましたか。

山本 やはりドイツですが,STEAGと いう

電力会社のガス化発電を見学いたしました。

ここでは,粘 結炭を選鉱するときに出る灰

分の多い石炭を原料としたコンバインド・サ

イクルを開発 しています。この方法 を簡単に

説明 しますと,ま ず,ル ルギの高圧ガス化炉

で石炭にスチームと空気 とを吹き込み,こ れ

により発生する水性ガスでガス・タービンを

回 し,さ らにこの排気を燃焼 して発生するス

チームでスチーム ・タービンを回転す るもの

です。

このプラン トは政府の援助により製作 され

たもので,能 力17.5万kWで すが,熱 効率が

37%と あまり芳 しくないため,現 在運転を休

止 していました。これに代 るものとして,目
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下50万kWの2号 機 を設 計 中 で あ り,今 後 の

研 究 が 期 待 され る と ころ で す 。

平 野 燃 焼 方 法 の 一 つ と して ア ス フ ァル トの

燃 焼 技 術 は研 究 され て い ます か 。

山本 直 接 ア ス フ ァル トを燃 焼 す る こ とには

困 難 な問 題 が あ り,研 究 もほ とん ど実 施 され

て い ませ ん。 も しや る とす れ ば,流 動 層 燃 焼

で アス フ ァル トと石 炭 と を混 合 して燃 焼 す る

方 法 が 可 能 で は な い で し ょうか。

この件 に つ い て は イギ リス のNCBCoal

UtilizationResearchLab.で,以 前 に パ イ

ロ ッ ト ・プ ラ ン トに よ る ア ス フ ァル トの流 動

層 燃 焼 を実 施 した こ とが あ る と聞 き ま した。

とこ ろ が,流 動 層 の温 度 が上 りす ぎ て,炉 の

温 度 コ ン トロー ル が難 し くな った こ と,お よ

び排 気 中 に ハ イ ドロ カー ボ ン が混 じ って 出 て

くるな どの現 象 が生 じて,あ ま り う ま くい か

な か った そ うで す。 しか し,私 と して は こ の

問題 は炉 型 式 を工 夫 す れ ば解 決 で き る と思 い

ます 。 い ず れ に して も,ア ス フ ァル トの燃 焼

を考 え るな ら,流 動 層 燃 焼 に頼 らざ るを得 な

い で し ょうね 。 また は,ア ス フ ァル トの部 分

酸 化 に よ るガ ス化 を指 向 す るか で す 。

4.今 後の課題

時枝 欧米の分解技術についていろいろと伺

ったわけですが,全 体的にみれば技術開発の

進捗状況はいかがでしょうか。

山本 はじめに申しましたように,各 国 とも

置かれている状態がそれぞれ違いますので,

自国の実情に見合った重質油分解技術 を指向

しているわけですが,現 在 までのところコマ

ーシャル ・べ一スに乗っている技術はほとん

どな く,す べて開発途上にあってよるといい

で しょう。各国とも重質油問題の重要性は充

分認識 してお り,真 剣に取 り組まねばならな

いという心構えを持 ってお りま す。 で す か

ら,現 在独自の研究開発を鋭意実施 している

という印象を強 く受けましたね。

平野 そのような欧米の基本的理念や活動状

況 を目のあたりにご覧になって,今 後の日本

の態勢をどのようにもっていくべきとお考え

にな りますか。

山本 欧米での技術開発が完成するのもまだ

数年あるいはもっと先の話になるで しょうか

ら,そ れを待 って導入するのではタイミング

的に間に合わないかも知れません。現に中国

原油の輸入見通 しも具体化 しているわけです

から,日 本 としては重質油対策がかなり急を

要することになるかと思います。 した が っ

て,日 本 としては日本の需要パターン,公 害

対策などに適用可能な独 自の技術開発も行な

ってお くことが望ましいと考えます。

一方,西 欧の技術開発を観た限 りに お い

て,技 術的には重質油分解はそのうちに解決

できる問題であると思われますので,海 外の

技術開発の進展には絶えず注意 してお く必要

があります。 また,別 の観点か らすれば,重

質油問題の解決の決め手 となるのは,石 油業

界に対する国を中心 とした電力業界,鉄 鋼業

界,化 学工業界など関係す る業界の協力態勢

にあるといえると思います。例えば,石 油業

界 としては分解設備の建設 をはじめ,環 境対

策や既存設備の整備などに膨大な投資を要す

ることは明白であ り,各 企業の力だけでは限

度があると考えられます し,ま た現在の石油

価格体系や需要形態にも問題があると思いま

す。また,副 産品についての適当な市場 もな

くてはいけません。 したがって,国 の資金的

な援助や政治的な配慮,ま た産業界の協力が

一11一

「

轟

辱



「

　

闇

l
i
-

11

必要欠 くべからざることだ と思います。

繰 り返 しますが,分 解の副産物 で あ るガ

ス,コ ークス,ピ ッチ,ア スファル トなどの

用途あるいは処分方法 も確立 しておかねばな

らず,こ の点石油以外の業界 も含めたプロジ

ェク トとして推進 してい く必要があ ります。

時枝 今回調査なさいました欧米の分解技術

の中で,一 般に日本に適用できると思われる

ものは何で しょうか。

山本 日本において も各企業ともそれぞれ事

情が異な りますから,分 解技術の方向付けを

云々することは非常に難 しいですね。そこら

へんは企業の方セが充分考えていらっしゃる

で しょうから,こ こでとやか く言うことでは

ないかも知れません。あえて言えば,中 間留

分を増産する目的から水素化分解かFCCか

というところで しょうか。需要構造の中でも

欧米と比べてとくに際立 った特徴 といえるの

が灯油の需要ですが,水 素化分解はこの得率

を優先することができジまた一気に脱硫 まで

行なえるわけですから,石 油製品の品質がと

くに厳 しい日本には経済性さえ許せば適 して

いる方法 といえるで しょう。

さらに場合によっては,運 転費の安いコー

カーも有用でしょうね。ただし,コ ークスの

需要は将来 ともあまり期待できないものです

から,燃 焼を前提に研究すべきだ と思 い ま

す。

一方 ,残 渣を燃焼するとい う基本方針であ

れば,対 象 をコークスに限定 して考える必要

はなく,ヒoッ チやアスファル トであってもか

まわないでしょう。これらのものは,場 合に

よってはこの段階で燃焼するのが有利という

ことも言えます。ただし,コ ークス燃焼を含

めて,環 境対策は重要な課題 とな ります。

とにかく,日 本は日本な りの立場がありま

すから,そ れを充分認識 した上で独 自の分解

技術を導入あるいは開発すべきことを痛感い

たしました。

平野 これまでにいろいろ話を伺って,欧 米

の重質油対策に対する姿勢がクリアーにな り

ました。そ して,日 本における今後の方針 を

決定するのに,今 回の調査結果が充分参考に

なるものと確信 します。

本日はご多忙のところをまことにありがと

うございました。

(や まもと ゆたか;と きえだ しげはる

主任研究員;ひ らの としゆき 研究員)
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私共の訪中計画は昨年の暮頃から日中科学

技術交流協会などを通 じて,ぼ つぼつと話が

あったが,今 年1978年8月16日 に中国の原子

力学会に当る中国核能学会から日本原子力学

会宛に,海 水ウラン採取の学術交流のため私

と,専 売公社中研尾方昇氏,四 国工業試験所

菅披和彦氏の三人に中国を訪問 してほしいと

の正式招請状がきた時から始 まった。これが

実現 して,上 記3名 で10月11日 より2週 間,

北京,青 島,上 海,杭 州などを訪問する機会

を得た。原子力の専門家 としての訪中は始め

てとのことであるので,中 国での見たこと,

感 じたことなどを述べてみたいと思 う。

中国はわが国と一衣帯水 といわれるが,た

しかに近 く,成 田から上海を通過 して北京に

達するのにボーイング707で4時 間半を要 し

たが,大 阪一上海のルー トで行 くと2時 間半

であ り,噴 煙の立昇 る桜島の上空を通過 して

から上海上空に達するには1時 間とわずかし

かかからなかった。海路上海から青島に行 く

のは,わ が国の長崎に行 くのとほぼ同じだと

いうことである。時あたかも日中平和友好条

約の批准書交換の時に当 り,こ の旅行の終 り

頃には鄙小平副主席の訪日があったこともあ

って,中 国側の親日感情は最高潮に達 し,至

る所で熱烈歓迎を受けた。この間中国の新聞

人民 日報で もテレビで も日本に関する記事や

放送で もちきりであ った。北京には4日 いて

原子能研究所,化 学研究所などを訪問,青 島

写真1青 島行列車 の

コンパー トメン

トの中での筆者

講
叢

には6日 いて,4日 聞は山東海洋学院での海

水 ウラン採取に関する講演 と討論の会に出席

した他,同 学院の化学部,同 海水 ウラン採取

臨海実験所などを見学 した。上海では上海科

学技術協会での海水 ウラン採取学術討論会が

行なわれた他,上 海工業展覧館 を見学 した。

この中国訪問に関係があるので,次 に海水 ウ

ラン採取の現状について簡単に触れることに

する。

1.海 水ウラン採取研究の現状

エネルギー資源の少ないわが国では,将 来

のエネルギー源 として原子力の利用にカを入

れているが,そ の燃料であるウランもわが国

には資源が乏 しく,そ のほとんどを海外から

の輸入に頼らなければならない。世界のウラ

ン資源をみても未確認推定資源を入れても,

300～400万 トンといわれ,2000年 を過ぎる頃

には枯渇することが考えられる。そこで存在

量40億 トンといわれ,海 水には国境がないこ

ともあって,そ の採取が注 目されるようにな

った。
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この研究は1964年 頃からまずイギ リスで始

められ,ほ ぼ時を同じくしてわが国では専売

公社の尾方昇氏らが研究を始め,そ の後四国

工業試験所,京 大原子炉実験所,東 大生産技

術研究所,私 共の東大工学部原子力工学科な

どで研究がなされたが,こ れらの中では四国

工試以外は実験が中止され て い る。 しか し

1975年 より海水希少資源回収の一一環 として,

海水 ウラン採取の研究が通産省資源エネルギ

ー庁のプロジェク トとして採 り上げられ,こ

れが金属鉱業事業団に委託 され,チ タン酸を

主とする無機吸着剤の開発や,そ の脱着後の

濃縮分離,大 量の海水 と吸着剤を接触 させる

ためのポンプカラム方式,海 流直接利用方式

などのシステムの開発などが委託研究で進ん

でいる。吸着剤の性能の数式化や各種 システ

ムの総合比較などは本エネノレギー総合工学研

究所に委託され,す でに中間報告が提出され

ている。

その間西 ドイツではユー リッヒ原子力研究

所や,ウ ランエルツベルグバウ社で研究が開

始され,最 近はフランスやイタリアでも研究

が始められているが,ま た初期の段階を出な

い。最初に研究を始めたイギリスでは,エ ネ

ルギー事情の変化や,海 水条件の悪いことな

どから実験が中止されてお り,い ま世界でも

っとも研究が進んで い る の はわが国であろ

う。

2.中 国における海水ウラン採取研究

今回の中国訪問で始めて分ったことである

が,中 国では海水総合利用の一環として1970

年より海水 ウラン採取の研究が始められ,現

在天津製塩工業研究所,山 東海洋学院,青 島

海洋研究所,上 海環境化学研究所,上 海師範

大学,上 海復旦大学,南 京大学,慶 門海洋研

究所,江 蘇省海水総合研究所の9ケ 所で研究

が行われている。実際の海水を使って大々的

に行 っているのは山東海洋学院と厘門海洋研

究所であるが,他 の研究機関の研究者も必要

があればこの2研 究所に行って研究ができる

ようになっている。

山東海洋学院では前記各機関からの研究者

80名以上が集まって,4日 間にわたって熱心

な講演と討論の会が開かれた。まだ中国の研

究は基礎的学問的興味によるものが多 く,工

業化 という視点からみると初期段階のように

思われたが,熱 心で真剣な彼等の態度 をみる

と,今 後の発展はめざましい もの と思われ

る。上海科学技術協会でも技術討論会が開か

れ,60数 名の研究者が集まったが,青 島の時

と重複 している人はいないので,研 究者の層

は相当に厚いように思われる。日本語の通訳

が学術用語で分らな くなった時,黒 板に漢字

を書いて説明すると,あ る程度分って貰える

ので,さ すが同文同種の国であると感慨ひと

しおであった。

しかし中国での研究は各個ばらばらであ り

相互の連絡が非常に悪 く,組 織的な研究体制

はまだまだのようである。また学会発表とか

雑誌への発表はほとんどなされておらず,わ

れわれが知 ったのは海水中のウランの存在状

態の研究論文などわずかであった。

山東海洋学院には青島郊外の海水の美 しい

岩場の上に,海 水ウラン採取臨海実験所があ

り見学することができた。ここではチタン酸

を主 とする吸着剤の製造研究,大,中,小3

種のカラムによる流動床式の通水試験,分 析

の研究などを行な っていた。カラムの径はそ

れぞれ8,2.5,1,6cmで,流 量はそれぞれ
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写真2山 東海洋学院海水ウラン臨界実験所前,

熱烈歓迎で迎えられた。

6～8〃min,0.29/rnin,0.05e/minで あ っ

て,吸 着 剤 の 量 は そ れ ぞ れ1kg,15～209,

2～39で 通水 は15日 間 連 続 で 行 な っ て い

る。 吸着 剤 の ウ ラ ン吸着 性 能 は水 温250C以

上 で,四 塩 化 チ タ ンか ら作 った もの乾 燥 吸着

剤9当 り約SOOPtg,硫 酸 チ タ ンか ら作 った も

の約300μgが 得 られ た とい う。 これ らの 吸着

剤 は 沈 殿 を600C乾 燥 後40～80メ ッシ ュに 粉

砕 した もので,強 度 が 弱 い の で,新 しい 場 合

で1回 に5～10%,何 回 か 使 用 した もの で も

4%く らい は 流 出 して 損 失 にな るの が 一 ・番の

問 題 で あ る よ うで あ る。 吸 着 剤 の チ タ ン酸 は

水 分 含 有 量30～50%の 無 定 形 の ものが よ く,

比 表 面 積 は200～400m2/9く らい で,中 和 法

に よる製 造 の際 四 塩 化 チ タ ンの 濃 度 は2moI

で ょい が,硫 酸 チ タン の場 合 は0.05molく ら

い が よ く,こ れ以 上 の濃 度 で 中和 す る と ウ ラ

ンの吸 着 量 が急 激 に減 る とい う こ とで あ る。

この臨 海 実 験 所 で は海 水 か ら採 取 した ウ ラ

ン溶 液 か ら イエ ロー ケ ー キ も作 って い る。 そ

の 方法 は,チ タ ン酸 に 吸着 した ウ ラン を炭 酸

ア ンモ ンで脱 着 し,44あ った炭 酸 ア ン モ ン

溶 液 を蒸 発 に よ って 濃縮 してSOOm4と して,

ウ ラ ン濃 度400Ptg/m4(こ れ か らi換算 す る と

初 期 脱 着 液 中の ウ ラ ン濃度 は50ppmと な る)

の液 と し,さ らにTBPを 用 い た溶 媒 抽 出で

ウ ラン を濃 縮 し,そ の溶 離 液 に ア ン モ ニ ア を

加 え て イエ ロー ケ ー キ を作 った とい う。 ウ ラ

ン の分 析 は 日本 と同 じ よ うに ア ル セ ナ ゾ 皿 を

用 い た 分 光 光 電 光度 法 を主 に使 って い る よ う

で あ る。

3.中 国の原子力事情

中国のエネルギー事情や原子力発電計画な

どについて色々質問 したが,そ れぞれ専門が

違 うということで具体的な答は得られなかっ

たが,中 国は非常な電力不足の状態にあ り,

近い うちに少 くも30ケ所の発電所の建設を必

要 とし,そ の中には原子力発電所 も含 まれて

いることが分 った。原子力発電所では重水炉

とPWRを 中心に考えてお り,目 下フランス

から出力90万kWのPWRを 輸入 して江蘇省

の長江(揚 子江)沿 岸に設置する計画があ り,

また日本がCANDU炉 を輸入するかどうか

に大変興味をもっていた。

燃料サイクルについては,中 国ではガス拡

散法による濃縮プラン トをもってお り,再 処

理プラン トもTBP一 ケロシンを用いるPurex

法 を行なってお り,Puの 抽出も行な ってい

るとのことであった。中国には多くの石炭資

源があ り,最 近は続々石油資源 も発見されて

いるが,こ れらはあまり質がよくないこと,

これらは窮極的には化学工業の原料であ り燃

料 として消費するのはよくないこと,鉄 道や

道路の輸送手段が遅れていることなどから原

子力発電にも興味をもっているらしい。ウラ

ン鉱石の埋蔵については,専 門が違うという

ことで,は っきりした答は得られなかったが

いままでないと思われていた石油でさえ見つ

かっているのだから無、いことは無いはずだと
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いう答で,相 当の埋蔵は期待 されるが,ま だ

十分探鉱が進んでいないという意味にとられ

た。

核能学会は現在7,000人 の会員 を擁 してい

るが会費制ではな く,政 府の第2機 械工業技

術省科学技術局と関係が深 く(中 国科学院で

ないところが 変 っている),費 用はすべて政

府が支出 し,学 術交流 を目的としているが,

まだ研究発表会はな く,雑 誌の発行は目下準

備中とのことで,日 本の学会とは大分趣が違

うようである。

北 京では,西 南40kmの ところにある中国

科学院に属する原子能研究所を訪ねた。ここ

には所員は技術員を含めて約3,000名 がお り,

うち半数が研究者で,中 性子物理,固体物理,

理論物理および数学,原 子炉管理,原 子炉研

究,加 速器,エ レクトロニクスお よび計測器,

放射化学,分 析化学,放 射性同位元素製造の

10部 に分れている。原子炉は2基 あ り,一 つ

は1958年 にソ連から輸入 した出力7,000kWの

重水炉で,現 在解体 して1万kWに 出力を上

昇させて再建するための工事中であった。 も

う一つは中国製で,出 力3,500kW,10%濃 縮

酸化ウランをアルミニウム中に分散させた燃

料を用いたスイミングプール型原子炉で,ア

イソトープ生産などに使われている。またプ

ロトンで40MeVの サイクロトロン,280ト ン

のマグネットをもった電磁分離器(こ れらは

ソ連からの輸入であるがイオンソースなどは

中国製)な どがあり,サ イクロトロンでは三

体反応の研究を行なっていた。原子能研究所

の研究は基礎的研究が主なようである。

4.そ の他一般事情

中国は,一 応9億 の国民の食糧の自給体制

を達 し,人 民公社などの発展によってある程

度の農業,工 業の発展をな し遂げたがこれか

らの発展を計るためには先進工業国に追いつ

こうとする意欲は凄じい。われわれの交流 し

た科学者達(そ の中には婦人が多いのに印象

づけられた)の 研究熱心さには全 く感動させ

られた。とくに日本は隣国であ り,明 治維新

以来わずかの間に近代化をな し遂げ,さ らに

最近20年 でめざましい工業発展を遂げたこと

で,日 本の工業技術に対する尊敬と学習心は

非常に強 く,日 本の文献類は非常によく読ま

れてお り,研 究所や大学を見学するたびに,

何かよくない点に気付いたら是非忠告 してほ

しいと言われた。この状態がいつまで続 くか

分 らないが,こ の勢いで中国が発展 したら,

今後20年 もしたら恐るべき競争相手になるで

あろう。われわれ としてもわが国の工業技術

の発展に向けて,格 段の努力が 必 要 で あろ

う。

学術交流の間をさいて,北 京では天壇,願

和園(い わえん),明 の十三陵,故 宮博物館

(旧紫禁城),万 里の長城(実 際は6,000km),

上海からは杭州に行 って蘇東披や白楽天の詩

で有名な西湖など,多 くの大自然 と文化財の

宝庫に接 して,感 嘆 した。 しかしこれらが歴

代の皇帝の人民収奪の象徴であり,そ の後阿

片戦争から始 まる中国の半植民地化の歴史を

省みるとき,現 在の中国人民のいう 「解放」

という言葉の重みをひしひしと感 じた次第で

ある。

現在の中国では,食 料,家 賃,衣 料費,交

通費などの基礎物価が極めて安 く,日 本の10

分の1乃 至20分 の1で ある(恐 らく工業生産

性はこの割合で 低いのであろう)。 労働者の

平均賃金も60～70元(1元120円 として7,200
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円～8,400円)で あ る。 但 しほ とん ど の 中国

人 は夫 婦 共 稼 ぎ な の で,所 帯 当 りの収 入 は こ

れ を2倍 して考 え な け れ ば な らな い 。 博 物 館

な どの入 場 料 も6円,道 端 で売 って い る小 さ

い が味 の よい りん ご や梨 も1個6円,バ ス も

始 め6kmま で6円,そ れ 以 後3km増 す ご と

に6円 で あ る。床 屋 は42～120円,部 屋 代 は

一 室 月に240円 とい わ れ るが ,上 海 で は3部

屋 の アパ ー トで4ケ の 電 灯 の 電気 代 つ きで 月

約400円,木 綿 製 の 中山 服(人 民服 とは あ ま

り言 わ な い)が 約2,000円,一 人 一 ケ 月 の食

費 は1,400～2,000円 で あ る とい う。 医療 費,

教 育 費 は ほ とん ど無 料 で,工 場 の託 児 所 は昼

間 のみ で 月1,000～1,300円,日 曜 日 を除 く終

日で 月1,600円 位 とい った 具 合 で あ る。 フル

コー ス の 中国 料 理 も240～600円 であ る。

これ に 比 べ て 工 業 製 品 は 高 く,ラ ジ オは

6,000円,自 転 車 は20,000円,上 海 どい う 中

国産 の 白黒 テ レビ は77,000円,上 海 とい う二

眼 レフ の カ メ ラ は12,000円 で あ った。 テ レビ

は北 京 で は一 応 カ ラー 放 送 を してい たが,放

送 時 間 は夜7時 ～9時 半 だ け で あ り,カ ラー

テ レ ビは ほ とん ど輸 入 品 で あ る。 カ ラー フ ィ

ル ム は 全 く売 ってお らず,電 気 冷 蔵 庫 や 電 気

洗 濯 機 は全 く普及 され て お らず,一 部 の軍 事

技 術 を除 くと,民 需 品 で は丁 度 日本 の20年 く

らい前 を 見 る よ うな思 い が す る。

しか し北 京 を始 め,市 街 も公 園 も素 晴 ら し

く清 潔 で,ご み 一 つ 落 ち て お らず,日 本 で 目

に つ く女性 の 肉体 を露 出 した よ うな 看板 は も

と よ り,ネ オ ン サ イン も一 切 な く,目 に つ くの

は 赤 地 に 白 字 で 大 き く 「工 業 は 大 慶 に 学 べ,

農 業 は 大 塞 に 学 べ 」とか 「分 秒 を争 って2,000

年 に 向 け て 奮 闘 せ よ」 とか い う標 語 が 建 物 や

塀 に 出 て い る こ とで あ る。

服装は程度の低い人は木綿製で青がかった

紺,程 度の高い人はもっと色の濃いグ レーに

近い紺の詰襟の中山服を着てお り,女 性だけ

は襟元を少しあけて,ネ ッカチーフや下のセ

ーターでい くらか色どりを添えているが,一

体に地味なものである。日本の新聞にスカー

トをはき始めたとか,パ ーマをかけるように

な った とか時々出ているが,ス カー ト姿には

全 くお目にかからず,パ ーマをかけている人

も観光地などで極めてまれにみかけた程度で

ある。 しか し観光地では色のあるセーターな

どの上着をきた女性を時々見かけた。

女性は一切お化粧をせず,口 紅 もつけず,

ネックレスや イヤリングやブローチは勿論,

指輪 もつけず,ア メリカ人が女性の通訳に何

故そのような ものを着けないのかと聞いたと

ころ,私 達は土人ではないからと答えたとい

う。髪は若い人はすべて後で二つ編みにした

お下げで,若 い人ほど長 くしており,職 業人

で年長の人は断髪が多かった。

街中に男女の兵隊の多いのもめだったが,

いずれもカーキ色の詰襟服に,赤 τ・長方形の

襟章をつけており,す べて赤のみで星や桜な

ど階級を示すものをつけた者は一人 もいなか

った。観光地などでは,ウ ィークデイでも労

働者や兵隊などが大勢いたが,工 場が三交替

制であった り,電 力不足のため昔 の日本の電

休 日のような制度になっているためらしい。

電力不足のせいか,家 の中も,街 頭 もすべ

て非常に暗 く,ホ テルの電球 もつや消 しなし

の裸電球で,フ ィラメン トが上下に長 くじぐ

ざぐしてお り,二 重コイルではないように思

われた。交通機関は自転車が非常に多く,あ

らゆる街路が5時 半～6時 の通勤時には自転

車で一杯になり,帰 りがけには皆楽しそうに
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隣 で 走 って い る人 と談 笑 し な が ら 走 って い

た 。 そ の 他,輪 タ ク,オ ー ト三 輪 な どが人 を

乗 せ て走 ってお り,二 輌 連 結 の トロ リー バ ス

が 満 員 で 走 ってい る。 トラ ックは 色 々の 型 の

が 走 ってお り,日 本 のい す ゾな ど も見 か け た

が,乗 用 車 は ほ とん ど公 用 車 のみ で,中 国 産

の頑 丈 な 上 海 とい う車 が 多 く,ほ か に高 級 車

の紅 旗 とい う車 が あ り,日 本 の トヨ ペ ッ トも

時 々 見 か け た。 面 白 い の は燈 火 で,自 転 車 は

夜 で もす べ て無 燈 火,自 動 車 は注 意 燈 だ け を

つ け,ヘ ッ ドラ イ トはつ け ず に 走 ってお り,

や た らに警 笛 を鳴 ら して走 る の に は参 った。

街 は解 放 以 後 右 側 通 行 にな った そ うで,新

聞 な ど もそ の時 か ら左 横 書 き にな り,多 くの

新 しい略字体が使われているが,そ れを覚え

ると色々の事が分 って面白い。今でも荷馬車

が沢山歩いてお り,縦 型の二頭立てが多く,

ろばのような小 さい馬 も使われている。色セ

の建物の前や,門 の両側など至 る所に花が植

えてあ り,わ れわれの滞在 した10月 中旬には

カンナ,ダ リア,サ ルビアなどの花が咲乱れ

てお り,この点ではヨーロッパ風を思わせた。

最後に,今 回お世話になった張道容秘書長

を始めとする中国核能学会の方々,山 東海洋

学院,上 海科学技術協会の方々および中国大

使館科学アタッシェの張宇傑氏らに対 して深

甚なる感謝の意 を表する次第である。

(かんの まさよし)

噸
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昭和53年 度調査 ・研究事業の概要
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関係官庁および関係業界などのご指導,ご

協力のもとに,現 在,次 の8項 目の調査研究

を進めている。

1重 質油分解技術の動的評価に関する研究

(研究期間)昭 和53年6月16日 ～54年3月31

日

(委 託 元)通 商産業省

(研究目的)石 油精製プロセス最適化のため

のLPモ デルを用い,石 油製品需要条件

の内生化,お よび長期間の経済性などを

一括 して計算可能とする動態化の2点 に

ついて,一つの方法論を提案 し,それによ

る一つの新しい最適化モデルを作成して

将来の重質油分解技術の評価に資する。

2.昭 和53年 度海水ウラン等回収システム技

術開発調査

(研究期間)昭 和53年5月22日 ～54年2月10

日

(委 託 元)金 属鉱業事業団

(研究目的)昭 和50年 度以来の試験評価研究

およびシステム研究の結果から,吸 着剤

の性能評価,吸 ・脱着システムの総合比

較,ウ ラン回収コス トの低減策の検討を

行う。

3.高 レベル廃棄物の地層処分に関するリス

ク解析手法の調査研究

(研究期間)昭 和53年8月1日 ～54年4月28

日

(委 託 元)動 力炉 ・核燃料開発事業団

(研究 目的)地 層処分方式のリスク解析手続

きの定式化を行 うとともに,包 蔵能力の

喪失に関するフォル ト・ツリーの作成を

行 う。 また,感 度解析を試行 して今後の

研究課題 をとりまとめる。

4.従 来の低 レベル放射性廃棄物 の海 洋 処

分,陸 地処分以外の諸方法の調査

(研究期間)昭 和53年10月27日 ～54年1月31

日

(委 託 元)(財)原 子力環境整備 センター

(研究目的)低 レベル廃棄物の処分法につい

て,広 く各種方法の調査を行い,従 来の

方法以外のものについて,そ の実現可能

性 を調査する。

5.80年 代の電気事業が直面する課題 とその

具体的解決の方向に関する調査研究

(研究期問)昭 和53年8月15日 ～54年2月28

日

(委 託 元)(財)機 械振興協会

(研究目的)わ が国の電気事業が直面 してい

る立地,需 給等の諸問題 を検討し,80年

代の電気事業の健全な発展を図るための

技術的重要課題 を摘出し,解 決の方向を

探 る。

6.将 来におけるエネルギー立地の構想と評

価

(研究期間)昭 和53年4月1日 ～55年3月31

日(2年 間)

(委 託 元)(財)電 力中央研究所
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1
(研究目的)わ が国の将来におけるエネルギ

ー立地のあり方を構想 し,こ れにともな

う問題点の解明 と有効な対策の確立をめ

ざして,立 地問題を広 く社会的,技 術的

観点からとらえ,検 討する。

例として高速増殖炉技術をとりあげ,そ

の発展の推移を分析 して将来において実

現可能な高速増殖炉の性能を明 らか に

し,中,長 期のエネルギー情勢における

技術の評価を行う。

7.エ ネ ル ギ ー技 術 デ ー タ ・べ 一 ス の体 系 化

法 の 開発 研 究

(研 究 期 間)昭 和53年4月1日 ～56年3月31

日(3年 間)

(委 託 元)(財)電 力 中 央 研 究 所

(研 究 目的)エ ネル ギー 技 術 デ ー タ ・べ 一 ス

の整 備,充 実 を効 果 的,効 率 的 に行 うた

め,い くつ か の ケー ス ・ス タデ ィ を行 う

こ とに よ りエ ネ ル ギー 技 術 デ ー タ ・べ 一

ス の あ るべ き姿 を見 出 し,ま た,境 界 領

域 な どに つ い て デ ー タ を整 備 す る 。

8.エ ネルギー技術の動的評価研究

(研究期間)昭 和53年4月1日 ～55年3月31

日(2年 間)

自主研究

(研究目的)エ ネルギー技術の動的評価の一

9.核 熱の産業利用に関する調査

(研究期間)昭 和53年12月 ～54年3月(予 定)

(委 託 元)通 商産業省

(研究目的)高 温ガス炉及びその利用技術に

関する研究開発のエネルギー政策上並び

に産業政策上の位置づけ に つ い て検討

し,核 熱の産業利用に関する技術開発計

画の確立など長期の原子力政策立案に資

する。

以上の調査 ・研究を実施しているほか,関

係学識経験者による 「原子カプラン ト運転の

信頼性に関する研究会」を開催 している。
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研 究 所 の う ご き

(昭 和53年9月1日 ～11月30日)

第2回 理事会開催

11月20日(月)経 団連会館9階901号 室に

て第2回 理事会を開催 した。専務 理事か ら

「研究所設立以来の事業概況」の報告ののち,

下記5議 案が審議され,い つれも原案 どおり

承認された。

(議案)

1.設 立準備諸費の昭和53年 度支出予算へ追

加承認について。

2.昭 和53年 度運営費借入について。

3.日 本 自転車振興会からの昭和54年 度運営

強化資金補助金の交付申請について。

4.諸 規程の制定について。

5.賛 助会員について。

主なできごと

9月5日(火)

7日(木)

13日(水)

金属鉱業事業団主催の 「吸

・脱着 ,濃縮合同検討部会」

にて,海 水中ウラン回収の

さいの 「吸着剤の性能評価

一吸着速度式の温度依存性」

についての報告を行なう。

金属鉱業事業団主催の 「シ

ステム検討部会」にて,海

水中ウラン回収の 「吸 ・脱

着 システムの総合評価」の

中間報告を行なう。

「高 レベル廃棄物地層処分

の リスク解析」委員会(以

下 「鞠 リスク委」と略

す)第1回 開催 。

9月25日(月)

29日(金)

10月3日(火)

6日(金)

16日(月)

18日(水)

28日(土)

11月2日(木)

9日(木)

10日(金)

13日(月)

15日(水)

金属鉱業事業団主催の 「シ

ステム検討部会」でのシス

テム調査評価の討議に,当

研究所の 「海水 ウラン等回

収委員会」の委員が参加。

「重質油分解技術の動的評

価」委員会(以 下 「重質油

委」 と略す)ワ ～キング ・

グループ打合せ(以 下 「W

G」と略す)第1回 を開催。

「将来におけるエネルギー

立地の構想 と評価」ワーキ

ング ・グループ打合せ(以

下 「エネルギー立地WG」

と略す)第2回 開催。

重質油委WG第2回 開催。

「原子カプラン ト運転の信

頼 性に関する研究会」第2

回を開催。

「季報エネルギー総合工学」

第1号 を発刊。

重質油委WG第3回 開催。

重質油委WG第4回 開催。

重質油委WG第5回 開催。

エネルギー立地WG第3回

開催。

金属鉱業事業団主催 の 「吸

・脱着,濃縮合同検討部会」

にて,海 水中ウラン回収の

さいの 「吸着剤の性能評価

一脱着工程の最適化」につ

いての報告を行なう。

重質油委WG第6回 開催。

「エネルギー技術データ ・

べ一ス体系化法 の 開 発 研
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11月17日(金)

20日(月)

27日(月)

究」第1回 準備打合せ会開

催。

第2回HLWリ スク委開催

第2回 理事会開催。

重質油委WG第7回 開催。

理事長の消息

○山本理事長は,10月21日,原 子力安全委員

会委員(非 常勤)に 就任 した。

○また,資 源エネルギー庁長官からの依頼を

うけ 「重質油処理技術欧米調査団」の団長

として,10月24日 から11月12日 にわた り,

欧米に出張した。
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